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　暑い日が続きますがお元気にご活躍のことと存じます。

　ご承知のとおり４月の規定審議会において新世代奉仕を

第五の奉仕とすることが決議されました。標準ロータリー・

クラブ定款第５条四大奉仕部門に「奉仕の第５部門である

新世代奉仕は、指導力養成活動、社会奉仕プロジェクトお

よび国際奉仕プロジェクトへの参加、世界平和と異文化の理解を深め育む交換プロジェクトを通じて、青少年並び

に若者によって、好ましい変化がもたらされることを認識するものである」が追加されました。

指導力養成活動はＲＹＬＡ委員会、社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プロジェクトへの参加はインターアクト、

ローターアクト委員会、世界平和と異文化の理解を深め育む交換プロジェクトは青少年交換委員会の担当している

奉仕活動であります。

　１月の国際協議会において新世代のためのロータリークラブが紹介されました。アメリカ、中南米で増えている

とのことでした。しかしこのクラブの年齢構成はローターアクトクラブの年齢と重複するため当地区での実施は困

難であると思います。また規定審議会で決議されたキッズロータリー（小中学生を対象とするもの）も中学生まで

が義務教育で私立小中学校も殆んどない当地区での実施は困難であります。

　そうすると当面はＲＹＬＡ、インターアクト、ローターアクト、青少年交換の４委員会を中心として新世代奉仕

を展開することになります。

　クラブには、新世代委員会はあるが４委員会のうちいずれの部門も実行していないとか、１部門だけ実行してい

るとか様々だと思います。また委員会の整理統合の結果新世代委員会がないクラブもあると思いますが、関連委員

会で新世代について担当いただければ結構です。

　先日インターアクトクラブ国内研修事後研修会が開催され、出席者全員から感想文を受け取りました。全員共通

していたのが、集団生活への不安とよく知らない主席者に対するコミュニケーションへの不安でした。研修先の鹿

児島において口蹄疫の募金活動をしたり「知覧」に見学に出掛けたのですが、生と死の問題とか国家と個人の権利

の問題などに触れた人は皆無でした。若い人達が社会に対する関心が低く、自分のまわりの極狭い範囲の人達との

コミュニケーションに苦労している姿が浮かび上がります。私達の次の次の世代はこんな人達なのでしょうか。日

本の将来を思うと淋しい思いがいたします。さりとて私達の価値観を押し付けてよいものかとも悩みます。新世代

奉仕の第一歩は、私達が若い人達を良く知ることであります。

た じま よしひろ

G O V E R N O R  M E S S A G E



地区国際奉仕委員会

委員長　黒田 勝基
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INFORMATION
ガバナー活動報告

７月２３日（金）キャッスルプラザホテルにて地区内会員増強委員長会議を
田嶋ガバナー、西村ガバナー補佐、山内会員増強リーダー出席のもと地区内
８２クラブ会員増強委員長の参加を頂き開催いたしました。
冒頭田嶋ガバナーより「長年続いてきた会員減少も歯止めがかかってきた
が、これは会員の皆様方が退会防止の努力をされた結果です。新しい発想で
会員増強に取り組んでいるクラブも多く、その成果を期待しております。」
とお話がありました。続けて西村ガバナー補佐からは、御自分の出身クラブ
の事例をあげ、各クラブが特色を持つ事が大切であるとお話がありました。
また山内会員増強リーダーからは会員増強と退会防止は各クラブで取り組
んで頂く活動であり、今年度も各クラブに期待をしておりますとお話があ
りました。その後、水野裕善地区会員増強副委員長より、配布した資料に基
づき会員増強・退会防止の活動方針の要点につき説明があり、今年度も会員
増強推薦者へのバッジ贈呈を行う事にした報告がありました。引き続き会
員増強・退会防止の各クラブの事例報告の紹介と意見交換を行い、活発な議
論が交わされた事を報告させていただきます。

地区内会員増強委員長会議

地区幹事　水野 　紹

　７月３０日（金）名鉄グランドホテルにて第１回地区内国
際奉仕委員長会議を田嶋ガバナー、高木ガバナー補佐、岡部
地区副幹事の臨席のもと地区内国際奉仕委員長の参加を頂
き開催いたしました。今年度第１回の委員長会議ということ
もあり地区からの今年度の分区間の情報交流の活性化を祈
念して、第１部として地区からのお願いと状況説明、第２部
としてクラブ間の国際奉仕活動の相互啓発、相互の情報交換
という主旨に沿って懇親会を企画しました（詳細に関しまし
てはHPを参照してください）。
　今年度からの世界社会奉仕、識字率向上活動をより効果的
に展開するためのグローバル補助金活用の方法論を深谷R財
団委員長から詳しく説明を受けた後、その基幹をなす国際友
好の必要性、これまでの世界社会奉仕活動の実績を踏まえての今年度以降のパイロット地区としての世界社会奉仕活
動に対する参加・協力要請、各クラブの昨年度世界社会奉仕活動の報告の地区への提出依頼（地区として小冊子を作り
各クラブに配布予定）、新設の識字率向上委員会の活動の基本的姿勢など、各地区委員長からの発表を行い、その後の懇
親会においては活発な情報交換がされたことを報告します。

第1回地区内クラブ国際奉仕委員長会議



豊橋ロータリークラブ

会長　村井 總一郎
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INFORMATION
ガバナー活動報告

１９５０年８月１０日に名古屋ロータリークラブをスポン
サークラブとして、２２名のチャーターメンバーで誕生した
豊橋ロータリークラブは今年６０周年を迎えました。
そこで私どものクラブは６０周年の節目として、さる８月７
日ホテルアークリッシュ豊橋で、豊橋市の佐原光一市長、磯
村直英商工会議所会頭、田嶋好博ガバナー、地区内の多くの
パストガバナー、地区内外よりロータリーに関係する方々に
お集まりいただき、２１０名の出席のもと「創立６０周年記
念式典・祝賀会」を開催いたしました。
『感謝・感動・感徹　今まで・そして・未来へ』をテーマに掲げ、
上村健介記念事業実行委員長のもと、豊橋ロータリークラブ
の伝統である手作りの精神を守り、簡素ながら思いやりを大
切にする行事運営で行いました。
式典では、上村健介実行委員長より「クラブが持続的発展をするためには、過去に感謝、現在の感動、未来への感徹を基
本と考え、充実を図りながら私たちの真心・奉仕の心を持ち続けて行くことが大切」と挨拶が有り、ロータリー財団と米
山記念奨学会へ寄付金と、豊橋市へ教育事業への寄付金の目録をお渡し致しました。
そして「この１０年を振り返る」として松井章悟実行委員会顧問より当クラブより輩出された４名のガバナーの言葉を
混じえ、年度ごとの事業の内容の説明がありました。
その後祝賀会に移り、ソプラノ歌手松井菜穂子さんのコンサートと豊橋ＲＣ特別コーラス隊による６０周年記念曲他
の披露があり、最後は参加者全員で『いつでも夢を』の合唱でお祝いし閉会致しました。

豊橋ロータリークラブ創立６０周年

会長あいさつ

田嶋ガバナー祝辞 実行委員長あいさつ 記念事業目録贈呈
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埼玉県、八潮（やしお）ロータリー・クラブ会員の田中作次
氏が、指名委員会により2012-13年度の国際ロータリー会
長に選出されました。対抗候補者がいない場合、同氏は10
月1日に会長ノミニーとなります。
ロータリーが「地域を発展させる原動力として、活気のあ
る活動を続けていく」姿を見届けていきたい、と田中氏は
述べます。
そのような活動を展開していくためにも、積極的で、活動
に夢中になれるクラブをロータリーは必要とすると同氏
は付け加えます。「活気をもって、行動をとって変化に対応
できる強力なクラブづくりを支援する、修正されたRI長期計画があることは幸いです」
田中氏が代表取締役を32年間務めた家庭紙卸売業の株式会社タナカは、1995年に株式公開した後、日用品
雑貨卸売販売業者の株式会社ダイカと合併しました。現在、八潮市商工会の副会長である同氏は、その後、
商圏を全国展開するために再度合併した株式会社あらたの相談役を務めています。また、ビジネス経営を
専門に学び、全国家庭紙同業会連合会の会長任務を8年間務められました。 
ロータリー財団管理委員として、田中氏は2009年バーミンガム国際大会委員会の委員長を務められまし
た。ロータリーに関するその他の任務として、RI理事、ロータリー財団地域コーディネーター、地区ガバ
ナーとして活躍されたほか、ポリオ撲滅提唱グループ、恒久基金委員会、未来の夢委員会の委員を務められ
ました。   
ロータリー平和フェローシップ基金を設立した田中氏は、京子夫人とともに、ポール・ハリス・フェロー、恒
久基金ベネファクター、大口寄付者となっています。 

受賞経歴として、同氏は超我の奉仕賞、ロータリー財団の特別功労賞を受賞されました。 
ポリオを撲滅することは「私たちが世界の子どもたちへの約束を果たすこと」であると田中氏は言い、「近
い将来に撲滅が成功を遂げることは間違いない」と述べます。
田中氏と京子夫人には、3人のお子さんと5人のお孫さんがいます。

ガバナーからのお知らせ
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田中作次氏、2012-13年度RI会長に

記事：Peter Schmidtke  
国際ロータリー・ニュース：2010年8月10日

田中作次氏、埼玉県、八潮ロータリー・クラブ会員。会長
指名委員会により2012-13年度の国際ロータリー会長
に選出されました。写真提供：Rotary Images

2010 年の指名委員会委員を以下にご紹介します（敬称略）。

ジョン F. ジャーム、米国（委員長）；モンティ J. オーデナート、カナダ；キース・バーナード・ジョーンズ、英国；ピー
ター・バンガード、デンマーク；フランク C. コリンズ・ジュニア、米国；ルドルフ・ホーンドラー、ドイツ；謝 三連、台湾；
ウンベルト・ラフィ、イタリア；アショック F. マハジャン、インド；ジェラルド F. メイグス、米国；ポール A. ネツェル、
米国；サミュエル A. オクズェト、ガーナ；小沢一彦、日本；ノラセス・パスマナンド、タイ；テミストクレス A. C. ピンホ、
ブラジル；バリー・ラシン、バハマ；バリー E. トンプソン、オーストラリア。
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文庫通信
276号

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして１９７０年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。
閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも
承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
以下資料のご紹介を致します。

2010-2011 年度ガバナー月信　個人配信登録方法

地区大会報告書より

［上記申込先：ロータリー文庫（コピー／ PDF）］

ホームページの利用方法をＣＤにまとめました。ガバナー事務所にありますので、ご利用ください。

〒105－0011 東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階
TEL（03)3433-6456 ・ FAX（03)3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時／休館＝土・日・祝祭日

第 2760 地区ホームページより随時受付中！ 
〈ホームページアドレス〉http://www.rotary2760.org

ここにメールアドレスを入力

送信をクリック

① 第 2760 地区ホームページを開き、左メニューのガバナー月信をクリックします。

② メルマガ登録という部分に、自分のメールアドレスを入力後、送信して登録完了です。

ご登録された方には、月初めに月信のリンクされたメールが送信されます。
ダウンロードの方法はURL をクリックするだけで自動的に PDF データが入手されます。

前年度 登録された方は、再登録の必要はありません

◎「運命とロータリーの未来」　 ビチャイ・ラタクル 2010 12p （D.2670）

◎「よきロータリアン 指導者としてのロータリアン」 渡辺好政 2010 14p （D.2710）

◎「ロータリー財団」　 北 清治 2010 5p （D.2560）

◎「ロータリーの原点を知る『決議２３－３４号』-パネル・ディスカッション」

　 安孫子貞夫 他 2010 13p （D.2800）

◎「世界と高知 会員の状況」　 杉谷卓紀 2010 5p （D.2670）

◎「江戸時代の日本に学ぶもの」　 徳川恒孝 2010 5p （D.2560）

◎「これからの日本」 小泉純一郎 2010 9p （D.2630）

◎「落語でお伊勢参り」　 桂 文我 2010 6p （D.2630）
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会員数及び出席報告（平成22年 7月末）
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